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1 The guidebook of historical steel structure in Kyushu

はじめに
　本書「九州の鋼構造物　歴史散歩」は日本鉄鋼連盟の建築鋼構造研究ネット
ワークの九州地区の活動として 2013 年度、2014 年度の 2 年間にわたり日本
鉄鋼連盟より補助を受け作成したものである。

　2013 年に建築鋼構造研究ネットワーク九州地区で、尾宮洋一主査のもと大
学、建設会社、構造設計事務所、建築鉄骨業関係者をメンバーとした「九州の
建築歴史散歩 WG」が設置された。このワーキンググループでは、鉄骨造、鉄
骨鉄筋コンクリート造、コンクリート充填鋼管構造など鋼材が使用された構造
物で、新技術、新工法で a) 九州における「初めての～」、b) 九州における「最
も～」といえるものを、600 棟をこえる数洗い出し、そのうち 101 棟の建物
について写真とともに解説を加えている。101 棟は年代的には 1872 年の部埼
灯台から 2015 年の熊本県の処分場に及ぶ。

　この本は A5 版と小さく持ち運びしやすい。是非この本を携えて、歩いて九
州の鋼構造建物を見てその特徴を吟味し、鋼構造建築物を楽しんで頂きたい。
建築を志す学生やまた若い技術者のみならず、広く一般の方に鋼構造の魅力を
九州の建築物を通して知ってもらい、ひいては本書が鋼構造の健全な普及促進
に役立つことを期待する。

　本書の作成には上記の「建築鋼構造研究ネットワーク九州地区」の会員およ
び JSCA 九州および九州の大学の構造系教員、九州鉄構工業会、建築系学生諸
君の協力も得ている。ご支援いただいた日本鉄鋼連盟および執筆者、協力者の
皆様に心よりお礼申し上げます。

　追記：編集最終時期の 2015 年 5 月 4 日、ユネスコの諮問機関・国際記念物
遺跡会議 ( イコモス ) が「明治日本の産業革命遺産　製鉄、鉄鋼、造船、石炭
産業」として、本書で取上げている官営八幡製鉄所、三池炭鉱宮原坑・万田抗、
長崎造船所ジャイアント・カンチレバークレーンを含めた構成遺産を「世界遺
産」に登録すべきと勧告したと発表があった。先見性のある本としての価値を
証明する、なんと言うタイムリーな発表だろうか。本年 6 月 28 日からドイツ
のボンで開催される世界遺産委員会で最終的に決定する。

2015 年 5 月
建築鋼構造研究ネットワーク

九州地区 幹事
津田惠吾



2

－取説－
　取説は、取扱説明書である。今更何？の感があると思いますが、本書に携わった
人たちがどのような思いで参加し、どのように読んで利用してもらいたいか知って
頂きたいため、取説と書きました。

参　加　者：本書作成に携わった人たちは、鉄骨を学問としてとらえたり、構造設
計したり、製作工場で加工したりする、冊子作りとは全く縁の無い、
素人ばかりです。2013 年春の資料収集から、2014 年秋にようやく整
理・レイアウト・編集と一歩前進二歩下がる（あれ？進んでない）よ
うな状態で、2015 年春印刷できました。
ですから、洗練されていない本かもしれません。細かい所で齟齬があ
ると思います。優しく見てやって下さいｍ（＿　＿）ｍ

選　　　定：本書に掲載した建物は、各県ごとに大学の先生、構造設計者、ファブ
リケーターの担当者を選び、彼らから収集した資料および幹事が選定
した資料を取捨選択しました。
選定基準は、当初は「九州で最初の○○○」、「九州で一番○○○」、「九
州で最も○○○」と言った冠がある建物を選定基準としましたが、こ
れがかなり高いハードルになり掲載数が少ないことが予想されまし
た。このため、余りに厳格には選定基準のこだわらず、その県でシン
ボルとなる構造物を選びました。従って、ファジーな冠が付いた紹介
も散見されると思われます。また、建物の名前は最近、命名権の設定
で頻繁に変わる傾向にあります。本書は、2014 年末時点の呼称を用
いることを原則としていますが、それでも違うよと言うこともあるか
と思います。容赦願います。

タ イ ト ル：古い鋼構造物を捜すと橋梁等土木構造物が多く浮かび上がって来ます。
この傾向は、地方ほど顕著です。そんな想いもあって本のタイトルを

「建築物」から「九州の鋼構造物　歴史散歩」としました。

文　　　章：出来るだけ担当者や建設に携わった人が書いた生の文章を掲載しまし
た。表現が統一されてない感があると思いますが、逆に各県の特徴だ
と思って寛容に読んで下さい。
構造物の諸元に関しても、資料が多いほど微妙に違っていました。注
意を払って記載しましたが、間違いに気付いた場合、ご連絡下さい。
更新版の際（いつ？！）に反映させたいと考えます。

手に持って：本書は、旅先のガイドブックとしてどんな面白い鋼構造物が近くにあ
るか、あるいは旅行に行こうと思った時、興味を起こす建物等がある
か手に取って眺めてもらう状況を想定して作りました。各県最初の地
図から場所を確認し、建物の記事を読んで「蘊蓄（ウンチク）＝蓄え
た深い知識、教養の深さ」を蓄え、実物の建物を見て、感じて下さい。

2015 年 5 月
編集委員長：尾宮洋一



3 The guidebook of historical steel structure in Kyushu

年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

18
57

18
58

18
59

18
60

18
61

18
62

18
63

18
64

18
65

18
66

18
67

18
68

18
69

18
70

18
71

18
72

和
歴

安政 立久 元治 慶応 明治

4 5 6 7 1 2 3 1 1 2 3 1 2 3 4 5

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

幕
府
・
長
崎
鎔
鉄
所
を
創
設　

　
（
鉄
の
記
念
日
・
十
二
月
一
日
）

日
本
で
初
め
て
高
炉
法
で
出
鉄
に
成
功

幕
府
・
長
崎
鎔
鉄
所
を
長
崎
製
鉄
所
と
改
称

　

長
崎
製
鉄
所
製
の
鉄
で
最
初
の
鉄
橋

日
本
初
の
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
橋
「
銕
橋
」
竣
工

日
本
初
の
鉄
ト
ラ
ス
橋
「
吉
田
橋
」
竣
工

国
内
初
の
鉄
道　

新
橋
～
横
浜
間
開
通

掲
載
構
造
物
名

銕
橋

部
埼
灯
台

県 ･ 市
名

長
崎

北
九
州

掲載頁 63 26
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18
73

18
74

18
75

18
76

18
77

18
78

18
79

18
80

18
81

18
82

18
83

18
84

18
85

18
86

18
87

18
88

18
89

18
90

18
91

18
92

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

釜
石
に
官
営
製
鉄
所
を
建
設
開
始

官
営
釜
石
製
鉄
所
創
業
開
始

官
営
釜
石
製
鉄
所
閉
鎖

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が
長
崎
製
鉄
所
の
事
業
継
承

官
営
釜
石
製
鉄
所
を
田
中
長
兵
衛
に
払
下
げ

造
家
学
会
設
立

釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
設
立

出
島
橋

長
崎

53
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年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

18
93

18
94

18
95

18
96

18
97

18
98

18
99

19
00

19
01

19
02

19
03

19
04

和
歴

明治

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

官
営
八
幡
製
鐵
所
操
業
を
開
始
（
北
九
州
）

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

　

三
菱
合
資
会
社
三
菱
造
船
所
の
改
称

長
崎
製
鉄
所
、
三
菱
合
資
会
社
の
設
立
に
伴
い

久
保
田
鉄
鋼
所
・
鋳
鉄
管
製
造
開
始

　
「
秀
英
舎
印
刷
工
場
」
竣
工

国
内
初
の
鉄
骨
造
建
築

造
家
学
会
、　

建
築
学
会
に
改
称

官
営
製
鐵
所
の
設
置
場
所
、
福
岡
県
八
幡
に
決
定

安
田
製
鉄
所
創
業
開
始
・
近
代
的
釘
の
生
産
開
始

八
幡
製
鐵
所
東
田
第
一
高
炉
の
火
入
れ

住
友
財
閥
・
日
本
鋳
鋼
所
を
買
収

　
「
三
井
総
本
店
」
竣
工
（
横
河
民
輔
）

日
本
人
建
築
家
に
よ
る
最
初
の
鉄
骨
煉
瓦
造
建
築

　

民
間
最
初
の
銑
鋼
一
貫
工
場
と
な
る

釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所

掲
載
構
造
物
名

旧
住
友
銀
行
若
松
支
店

官
営
八
幡
製
鐵
所
・
旧
本
事
務
所

官
営
八
幡
製
鐵
所
・
修
繕
工
場

官
営
八
幡
製
鐵
所
・
旧
鍛
冶
工
場

官
営
八
幡
製
鐵
所
・
工
場
群

　

・
東
田
第
一
記
念
高
炉

官
営
八
幡
製
鐵
所

三
池
炭
鉱
・
宮
原
抗

県 ･ 市
名

北
九
州

北
九
州

北
九
州

北
九
州

福
岡

掲載頁 26 24 23 25 35
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19
05

19
06

19
07

19
08

19
09

19
10

19
11

19
12

19
13

19
14

19
15

19
16

19
17

大正

38 39 40 41 42 43 44 45 1 2 3 4 5 6
九
州
鉄
道
長
崎
線
開
通
（
長
崎
）

九
州
鉄
道
人
吉
～
吉
松
間
開
通
（
熊
本
）

九
州
鉄
道
門
司
～
鹿
児
島
間
全
通
（
福
岡
）

島
原
鉄
道
全
通
（
長
崎
）

桜
島
大
爆
発
（
鹿
児
島
）

八
幡
製
鐵
所
第
二
高
炉
火
入
れ

八
幡
製
鐵
所
・
外
輪
生
産
開
始

鈴
木
商
店
・
小
林
製
鋼
所
買
収

　

神
戸
製
鋼
所
と
改
称

北
海
道
炭
鉱
汽
船
・
日
本
製
鋼
所
設
立

　
「
相
撲
常
設
館
」
竣
工

当
時
世
界
最
大
の
大
ス
パ
ン
ド
ー
ム
構
造

　
「
丸
善
」
竣
工
（
佐
野
利
器
）

日
本
人
建
築
家
に
よ
る
最
初
の
純
鉄
骨
造
建
築

八
幡
製
鐵
所
ロ
ー
ル
工
場
（
初
の
鉄
骨
造
）

八
幡
製
鐵
所
第
三
高
炉
火
入
れ

国
内
粗
鋼
生
産
計　

２
５
２
０
０
ｔ
／
年

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
設
立

日
本
鋼
管
会
社
設
立

住
友
伸
銅
所
・
国
内
初
の
継
目
無
鋼
管
製
造

三
菱
長
崎
造
船
所
鋳
鉄
場

土
木
学
会
創
立

日
本
鉄
鋼
協
会
設
立

八
幡
製
鐵
所
第
二
製
鋼
工
場

　
　

三
菱
造
船
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
と
改
称

  

・
三
菱
造
船
株
式
会
社
設
立
に
伴
い

三
菱
合
資
会
社
三
菱
造
船
所

本
多
光
太
郎
博
士　

Ｋ
・
Ｓ
鋼
発
明

三
池
炭
鉱
・
万
田
抗

　

・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン

長
崎
造
船
所
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

熊
本

長
崎

67 54
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年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

19
18

19
19

19
20

19
21

19
22

19
23

19
24

19
25

19
26

19
27

19
28

19
29

19
30

19
31

19
32

19
33

19
34

和
歴

大正 昭和

7 8 9 10 11 12 13 14 1 2 3 4 5 6 7 8 9

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

太
刀
洗
飛
行
場
開
港
（
福
岡
）

新
県
庁
竣
工
式
（
宮
崎
）

長
崎
本
線
開
通
（
長
崎
）

日
本
製
鐵
設
立
（
福
岡
）

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

株
式
会
社
浅
野
小
倉
製
鋼
所
創
立

市
街
地
建
築
物
法　

都
市
計
画
法
公
布

国
内
粗
鋼
生
産
計　

８
１
１
０
０
０
ｔ
／
年

八
幡
製
鐵
所
第
三
製
鋼
工
場

八
幡
製
鐵
所　

初
の
ぶ
り
き
生
産

関
東
大
震
災　

Ｍ
７
・
９

八
幡
製
鐵
所　

初
の
珪
素
鋼
板
を
生
産

構
造
強
度
計
算
規
準
（
建
築
学
会
）

国
内
初
の
地
下
鉄　

浅
草
～
上
野
間
開
通

東
京
～
福
岡
間
定
期
旅
客
機
飛
行
開
始

東
京
～
横
須
賀
間
電
車
開
通

国
内
粗
鋼
生
産
計　

２
２
８
９
０
０
０
ｔ
／
年

　
　
　
　
　
　
　

建
築
構
造
部
位
で
の
溶
接
が
許
可
さ
れ
る

日
本
製
鐵
株
式
会
社
法
公
布

日
本
製
鐵
株
式
会
社
創
立
（
６
社
合
同
）

掲
載
構
造
物
名

南
河
内
橋

美
々
津
橋

県 ･ 市
名

北
九
州

宮
崎

掲載頁 27 85
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19
35

19
36

19
37

19
38

19
39

19
40

19
41

19
42

19
43

19
44

19
45

19
46

19
47

19
48

19
49

19
50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
福
岡
第
一
飛
行
場
開
港
（
福
岡
）

九
州
・
塚
原
ダ
ム

太
平
洋
戦
争

関
門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
北
九
州
）

太
平
洋
戦
争
終
戦

　

完
成
・
ア
メ
リ
カ
軍
板
付
基
地
と
な
る

席
田
飛
行
場
（
現
在
の
福
岡
空
港
）
滑
走
路

　
　
　

播
磨
耐
火
煉
瓦
株
式
会
社
発
足

　
　

日
鐵
汽
船
株
式
會
社

　

八
幡
製
鐵
株
式
會
社
・
富
士
製
鐵
株
式
會
社

日
本
製
鐵
株
式
会
社
解
体

「
国
会
議
事
堂
」
竣
工

国
内
粗
鋼
生
産
計　

６
８
５
６
０
０
０
ｔ
／
年

鉄
鋼
統
制
会
設
立

鉄
骨
構
造
計
算
規
準
（
案
）（
建
築
学
会
）

　

小
倉
製
鋼
株
式
会
社
に
改
称

株
式
会
社
浅
野
小
倉
製
鋼
所
が

日
本
湿
式
亜
鉛
鍍
金
協
会
設
立

鋼
材
倶
楽
部
設
立

建
築
学
会
、
日
本
建
築
学
会
に
改
称

建
設
省
の
発
足

日
本
鉄
鋼
連
盟
設
立

各
種
構
造
計
算
規
準
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

建
築
基
準
法
制
定

鋼
構
造
計
算
規
準
・
同
解
説
制
定
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

国
内
粗
鋼
生
産
計　

４
８
３
９
０
０
０
ｔ
／
年

筑
後
川
昇
開
橋

佐
賀

45
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年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

19
51

19
52

19
53

19
54

19
55

和
歴

昭和

26 27 28 29 30

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

宮
崎
空
港
開
港
（
宮
崎
）

那
覇
空
港
開
港
（
沖
縄
）

　

西
海
橋
開
通
（
長
崎
）

完
成
当
時
東
洋
一
の
固
定
ア
ー
チ
橋

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

　

近
代
美
術
館
「
鎌
倉
近
代
美
術
館
」
竣
工

鉄
骨
造
で
超
立
体
ト
ラ
ス
に
よ
る
国
内
初
の

　

・
溶
接
構
造
用
圧
延
鋼
材
制
定

Ｊ
Ｉ
Ｓ
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材

溶
接
規
準
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　
「
旧
日
本
相
互
銀
行
ビ
ル
」
竣
工

国
内
初
全
溶
接
接
合
ビ
ル

　

・
同
解
説
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６
（
鉄
骨
工
事
）
制
定

建
築
工
事
標
準
仕
様
書

溶
接
性
高
張
力
鋼
・
鋼
製
型
枠

　

日
本
溶
融
亜
鉛
鍍
金
協
会
に
改
称

日
本
湿
式
亜
鉛
鍍
金
協
会

　

株
式
会
社
が
合
併
・
小
倉
製
鐵
所
発
足

小
倉
製
鋼
株
式
会
社
と
住
友
金
属
工
業

日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
設
立

５
０
ｋ
ｇ
鋼

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
の
開
発

鋼
製
家
具
、
鋼
製
足
場
、
鋼
製
魚
缶
の
普
及

６
０
ｋ
ｇ
鋼
・
溶
接
に
よ
る
Ｈ
形
鋼

メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

キ
ー
ス
ト
ン
プ
レ
ー
ト
の
生
産
開
始

軽
量
形
鋼
生
産
開
始

日
本
軽
量
鉄
骨
建
築
協
会
設
立

鋼
構
造
計
算
規
準
・
同
解
説
改
定
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

軽
量
形
鋼
・
薄
板
鋼
構
造
設
計
規
準
刊
行　
　
　
　
　

　
（
二
階
建
四
戸
）
の
試
作

日
本
住
宅
公
団
・
軽
量
鉄
骨
造
公
営
住
宅

掲
載
構
造
物
名

日
向
大
橋

県 ･ 市
名

宮
崎

掲載頁 85
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19
56

19
57

19
58

19
59

19
60

19
61

19
62

31 32 33 34 35 36 37　

鹿
児
島
駅
を
出
発
（
沖
縄
）

中
卒
者
の
日
本
初
の
就
職
列
車
が

鴨
池
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

与
那
国
空
港
開
港
（
沖
縄
）

関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
（
北
九
州
）

熊
本
空
港
開
港
（
熊
本
）

熊
本
城
天
守
閣
復
元
（
熊
本
）

日
向
灘
地
震　

Ｍ
７
・
０
（
宮
崎
）

と
ん
か
つ
浜
勝
開
店
（
長
崎
）

種
子
島
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

　

第
一
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
（
鹿
児
島
）

内
之
浦
東
大
宇
宙
空
間
観
測
所
着
工

若
戸
大
橋
開
通
（
北
九
州
）

薄
板
鋼
構
造
計
算
規
準
（
案
）（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
・
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ

　
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ　

Ｇ
３
３
５
０
Ｋ
）

建
築
構
造
用
冷
間
成
形
軽
量
形
鋼
制
定

薄
板
鋼
構
造
設
計
規
準
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

耐
候
性
鋼
導
入

溶
接
規
準
・
同
解
説
改
定
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

薄
板
鋼
構
造
計
算
規
準
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

「
東
京
タ
ワ
ー
」
竣
工
（
高
さ
３
３
３
ｍ
）

　
「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
ビ
ル
」
竣
工

国
内
初
全
高
力
ボ
ル
ト
使
用
ビ
ル

　
「
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
・
国
内
初
プ
レ
フ
ァ
ブ
建
築

鋼
管
杭

八
幡
製
鐵
・
Ｈ
形
鋼
の
生
産
販
売
開
始

　
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

高
張
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
設
計
規
準
（
案
）

鋼
製
床
版

国
内
粗
鋼
生
産
計　

２
２
１
３
８
０
０
０
ｔ
／
年

溶
接
性　

７
０
・
８
０
ｋ
ｇ
、
カ
ラ
ー
鉄
板

鉄
骨
系
プ
レ
ハ
ブ
住
宅

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
告
示

圧
延
Ｈ
形
鋼
・
生
産
本
格
化

ロ
ー
ル
Ｈ
形
鋼　

プ
レ
フ
ァ
ブ
鉄
骨

鉄
塔
構
造
計
算
規
準
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
管
構
造
計
算
規
準
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

耐
候
性
５
０
ｋ
ｇ
鋼

極
厚
Ｈ
形
鋼

別
府
タ
ワ
ー

若
戸
大
橋

大
分

北
九
州

75 27



11 The guidebook of historical steel structure in Kyushu

年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

19
63

19
64

19
65

19
66

19
67

19
68

和
歴

昭和

38 39 40 41 42 43

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

北
九
州
市
政
令
指
定
都
市
に
移
行
（
北
九
州
）

北
九
州
市
発
足
（
北
九
州
）

屋
久
島
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

庵
美
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

天
草
五
橋
開
通
（
熊
本
）

熊
本
県
新
庁
舎
開
庁
（
熊
本
）

喜
界
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

え
び
の
地
震　

Ｍ
６
・
１
（
宮
崎
）

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

　

・
同
解
説　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

　

・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

薄
板
鋼
構
造
計
算
・
設
計
施
工
規
準

　
（
３
１
ｍ
の
高
制
限
の
撤
廃
）

建
築
基
準
法
改
正

構
造
用
鋼
管
・
溶
接
性　

１
０
０
ｋ
ｇ
鋼

　

・
六
角
ナ
ッ
ト
・
平
座
金
の
セ
ッ
ト
制
定

Ｊ
Ｉ
Ｓ
摩
擦
接
合
用
高
力
六
角
ボ
ル
ト

日
本
建
築
総
合
試
験
所
設
立

東
海
道
新
幹
線
開
通

　
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
竣
工

国
内
初
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
使
用
し
た
ビ
ル

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
議
設
立

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
設
立

日
本
鋼
構
造
協
会
設
立

　

・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
用
設
計
施
工
規
準

Ｈ
形
鋼
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定

　
「
神
奈
川
県
立
鎌
倉
近
代
美
術
館
新
館
」
竣
工

国
内
初
耐
候
性
鋼
材
の
建
築
使
用
建
築

　

・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
管
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
設
計
規
準

鋼
構
造
設
計
規
準
（
案
）（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６　

第
一
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　
（
３
６
階
、
高
さ
１
４
７
ｍ
）

国
内
初
超
高
層
ビ
ル
「
三
井
霞
ヶ
関
ビ
ル
」
竣
工

掲
載
構
造
物
名

博
多
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

旧
都
城
市
民
会
館

県 ･ 市
名

福
岡

宮
崎

掲載頁 35 86
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19
69

19
70

19
71

19
72

19
73

19
74

44 45 46 47 48 49　

初
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
成
功
（
鹿
児
島
）

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら

新
熊
本
空
港
起
工
（
熊
本
）

沖
永
良
部
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

　

新
日
本
製
鐵
発
足
（
福
岡
）

八
幡
製
鐵
・
富
士
製
鉄
が
合
併
し

大
分
空
港
開
港
（
大
分
）

　

植
木
Ｉ
Ｃ
～
熊
本
Ｉ
Ｃ
間
開
通

九
州
自
動
車
道　

沖
縄
返
還
・
沖
縄
県
設
置
（
沖
縄
）

　

返
還
さ
れ
福
岡
空
港
と
な
る
（
福
岡
）

ア
メ
リ
カ
空
軍
よ
り
板
付
空
港
の
大
部
分
が

福
岡
市
政
令
指
定
都
市
に
移
行
（
福
岡
）

新
鹿
児
島
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

那
覇
タ
ワ
ー
竣
工
（
沖
縄
）

関
門
海
峡
に
関
門
橋
開
通
（
北
九
州
）

徳
之
島
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

南
大
東
空
港
開
港
（
沖
縄
）

多
良
間
空
港
開
港
（
沖
縄
）

高
島
鉱
業
所
端
島
鉱
（
軍
艦
島
）
閉
山
（
長
崎
）

　

開
店
（
長
崎
）

長
崎
ち
ゃ
ん
め
ん
（
現
・
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
）

Ｈ
形
鋼
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
発
行
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

軽
量
（
溶
接
）
Ｈ
形
鋼

大
型
角
形
鋼
管
（
ボ
ッ
ク
ス
コ
ラ
ム
）

大
阪
万
国
博
覧
会

国
内
粗
鋼
生
産
計
９
３
３
２
２
０
０
０
ｔ
／
年

大
型
軽
量
溝
形
鋼

鋼
構
造
塑
性
設
計
規
準
（
案
）・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
設
計
規
準　

第
１
版　
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

日
本
特
殊
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
設
立

全
国
鐵
構
工
業
連
合
会
発
足

　
（
案
）・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
建
築
構
造
設
計
施
工
規
準

　

・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
建
築
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検
査
規
準

鋼
構
造
設
計
規
準　

第
２
版　
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

軽
量
形
鋼
構
造
設
計
施
工
指
針
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年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

19
75

19
76

19
77

19
78

19
79

19
80

19
81

和
歴

昭和

50 51 52 53 54 55 56

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

大
分
県
中
部
地
震　

Ｍ
６
．
４
（
大
分
）

　

長
崎
空
港
誕
生　
（
長
崎
）　

世
界
初
の
海
上
空
港
・
大
村
市
沖
に

宮
古
空
港
開
港
（
沖
縄
）

伊
江
島
空
港
開
港
（
沖
縄
）

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
（
沖
縄
）

与
論
空
港
開
港
（
鹿
児
島
）

波
照
間
空
港
開
港
（
沖
縄
）

　

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
（
沖
縄
）

具
志
堅
用
高

平
戸
大
橋
開
通
（
長
崎
）

久
米
島
空
港
開
港
（
沖
縄
）

粟
国
空
港
開
港
（
沖
縄
）

北
大
東
空
港
開
港
（
沖
縄
）

下
地
島
空
港
開
港
（
沖
縄
）

福
岡
市
営
地
下
鉄
１
号
線
部
分
開
業
（
福
岡
）

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

　

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
協
会
に
改
称

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
議

　

・
同
解
説　

第
３
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

鋼
構
造
塑
性
設
計
指
針　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
工
事
技
術
指
針
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　
（
６
０
階
、
高
さ
２
３
９
．
７
ｍ
）

「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
６
０
」
竣
工

全
構
連
「
鋼
構
造
物
製
作
工
場
認
定
制
度
」
開
始

　

・
同
解
説
第
１
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
建
築
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検
査
規
準

ス
タ
ッ
ド
協
会
設
立

　
　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
改
称

　

日
本
科
学
防
火
協
会
と
統
合
し

日
本
特
殊
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

　

・
同
解
説　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
管
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

鋼
管
構
造
設
計
施
工
指
針
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
座
屈
設
計
指
針　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
管
構
造
立
体
ト
ラ
ス

建
築
基
準
法
施
工
令
改
正

掲
載
構
造
物
名

黒
島
研
究
所

福
岡
銀
行
本
店

西
日
本
総
合
展
示
場

県 ･ 市
名

沖
縄

福
岡

北
九
州

掲載頁 99 36 28
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19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

平成

57 58 59 60 61 62 63 1
九
州
北
西
部
に
豪
雨

　

・
鳥
栖
～
佐
賀
大
和
間
開
通
（
佐
賀
）

九
州
横
断
自
動
車
道

北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
開
通
（
北
九
州
）

ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
（
福
岡
）

福
岡
タ
ワ
ー
開
業
（
福
岡
）

呼
子
大
橋
開
通
（
佐
賀
）

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６
第
二
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
精
度
測
定
指
針
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

高
力
ボ
ル
ト
接
合
設
計
施
工
指
針
（
Ａ
Ｉ
ｊ
）

Ｓ
Ｒ
Ｃ
用
Ｈ
形
鋼

　

Ｓ
Ｉ
単
位
版　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

軽
鋼
構
造
設
計
施
工
指
針
・
同
解
説

　

・
同
解
説　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

各
種
合
成
構
造
設
計
指
針

ス
テ
ン
レ
ス
構
造
物

国
内
初
免
震
ビ
ル
「
筑
波
研
究
所
管
理
棟
」
竣
工

鉄
骨
精
度
測
定
指
針
改
定
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

第
１
版
（
鋼
材
倶
楽
部
編
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
設
計
例
集

　

・
工
事
現
場
施
工
編
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
工
事
技
術
指
針
／
工
場
製
作
編

　

・
同
解
説 

第
４
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

耐
火
鋼
（
Ｆ
Ｒ
鋼
）
開
発

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６
第
三
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

冷
間
成
形
角
形
鋼
管
制
定
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ⅱ
１
０　─

　

１
９
８
８

外
法
一
定
Ｈ
形
鋼

低
降
伏
点
鋼

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
（
制
震
・
免
震
材
適
用
）

　

・
同
解
説
第
２
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

建
築
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検
査
規
準

日
本
建
築
構
造
技
術
者
協
会
設
立

Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｐ
鋼
大
臣
認
定
取
得

照
葉
大
吊
橋

熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
庁
舎
・
行
政
棟

桜
島
町
総
合
体
育
館

沖
縄
コ
ン
べ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

福
岡
タ
ワ
ー

福
岡
県
立
総
合
プ
ー
ル

宮
崎
沖
縄

沖
縄

鹿
児
島

沖
縄

福
岡

福
岡

86 100 100 91 101 37 37
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年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

和
歴

平成

2 3 4 5 6

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

　

完
通
（
佐
賀
）

九
州
横
断
自
動
車
道
（
長
崎
自
動
車
道
）

佐
賀
県
庁
舎
新
行
政
棟
開
庁
式
（
佐
賀
）

福
岡
ド
ー
ム
開
場
（
福
岡
）

屋
久
島
世
界
遺
産
登
録
（
鹿
児
島
）

慶
良
間
空
港
開
港
（
沖
縄
）

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

鋼
構
造
限
界
状
態
設
計
規
準
（
案
）（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

・
同
解
説　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
管
構
造
設
計
施
工
指
針

不
良
鉄
骨
造
の
社
会
問
題
化

　
（
４
８
階
、
高
さ
２
４
２
．
９
ｍ
）

「
東
京
都
庁
」
竣
工

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６
第
４
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
精
度
測
定
指
針
改
定
３
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

合
成
ス
ラ
ブ
工
業
会
設
立

　
（
７
０
階
、
２
９
５
．
８
ｍ
）

「
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
」
竣
工

高
力
ボ
ル
ト
接
合
設
計
施
工
指
針
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６
第
５
次
改
定
・
英
文
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

ス
テ
ン
レ
ス
建
築
協
会
設
立

建
築
構
造
用
圧
延
鋼
材
／
Ｓ
Ｎ

Ｈ
形
鋼
改
訂

ス
テ
ン
レ
ス
構
造
建
築
協
会
設
立

　
（
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
）

冷
間
成
形
角
形
鋼
管
評
価
基
準
制
定

　

・
同
解
説　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
配
筋
指
針

掲
載
構
造
物
名

松
下
医
院

　

・
劇
場
棟

沖
縄
コ
ン
べ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

飛
幡
ビ
ル

焼
酎
公
園
Ｇ
Ｅ
Ｎ

熊
本
県
熊
本
北
警
察
署

生
月
大
橋

　

・
整
備
組
立
棟

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　

・
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

八
代
市
立
博
物
館

ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム

志
布
志
国
家
石
油
備
蓄
基
地

長
崎
県
立
総
合
体
育
館

イ
ナ
コ
ス
の
橋

北
九
州
穴
生
ド
ー
ム

　

・
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ

長
崎
港
上
屋
Ｂ
棟

県 ･ 市
名

長
崎

沖
縄

北
九
州

鹿
児
島

熊
本

長
崎

鹿
児
島

熊
本

福
岡

鹿
児
島

長
崎

大
分

北
九
州

宮
崎

長
崎

掲載頁 55 101 28 91 65 55 92 66 38 93 56 76 29 87 58



16

19
95

19
96

19
97

7 8 9
鹿
児
島
市
中
核
市
に
移
行
（
鹿
児
島
）

熊
本
市
中
核
市
に
移
行
（
熊
本
）

鹿
児
島
北
西
部
地
震　

Ｍ
６
．
６
（
鹿
児
島
）

「
長
崎
市
」
中
核
市
に
移
行
（
長
崎
）

三
井
石
炭
鉱
業
万
田
抗
を
閉
山
（
熊
本
・
福
岡
）　

（
鋼
材
倶
楽
部
）

Ｂ
Ｃ
Ｒ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
大
臣
認
定
・
評
価
取
得

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
６
第
６
次
改
訂
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
工
事
技
術
指
針
第
３
次
改
定
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

・
同
解
説
第
３
次
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

建
築
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検
査
規
準

鉄
骨
精
度
測
定
指
針
改
定
４
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
座
屈
設
計
指
針　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

設
計
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
Ｂ
Ｃ
Ｊ
）

冷
間
成
形
角
形
鋼
管

　
・
六
角
ナ
ッ
ト
・
平
座
金
の
セ
ッ
ト
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

構
造
用
ト
ル
シ
ア
形
高
力
ボ
ル
ト

　

５
９
０
Ｎ
鋼
（
Ｓ
Ａ
４
４
０
鋼
）
認
定

建
築
構
造
用
表
面
処
理
軽
量
形
鋼
規
格

建
築
接
骨
品
質
管
理
機
構
発
足
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

　

大
臣
一
般
認
定
取
得

建
築
構
造
用
高
性
能
５
９
０
Ｎ
級
鋼
材

　

施
工
指
針
第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
鋼
管
構
造
設
計

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

ア
ク
ロ
ス
福
岡

ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク

八
代
広
域
消
防
本
部
庁
舎

　

・
さ
た
で
い
ホ
ー
ル

森
林
総
合
活
性
化
セ
ン
タ
ー

馬
見
原
橋

ホ
テ
ル
京
セ
ラ

長
崎
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

副
島
病
院

鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

う
し
ぶ
か
海
彩
館

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

大
分

福
岡

福
岡

熊
本

鹿
児
島

熊
本

鹿
児
島

長
崎

佐
賀

佐
賀

熊
本

熊
本

77 39 40 67 94 68 92 57 45 46 68 70
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年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

19
98

19
99

20
00

20
01

和
歴

平成

10 11 12 13

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

県
営
有
明
佐
賀
空
港
開
港
（
佐
賀
）

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
沖
縄
）

天
草
飛
行
場
開
通
（
熊
本
）

宮
崎
市
中
核
市
に
移
行
（
宮
崎
）

九
州
最
後
の
炭
抗
・
池
島
炭
抗
閉
山
（
長
崎
）

北
九
州
博
覧
祭

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

明
石
海
峡
大
橋
開
通
（
長
さ
２
９
８
．
３
ｍ
）

「
新
小
倉
駅
ビ
ル
」
竣
工
（
７
８
０
Ｎ
級
鋼
使
用
）

鋼
構
造
限
界
状
態
設
計
指
針
・
同
解
説
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

第
１
版
（
日
本
鉄
鋼
連
盟
）

新
し
い
建
築
構
造
用
鋼
材　

　

地
震
応
答
性
状
と
耐
震
設
計
法
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）　

履
歴
型
ダ
ン
パ
ー
付
き
骨
組
の

超
高
層
免
震
の
始
ま
り

鋼
構
造
耐
火
設
計
指
針　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
《
改
訂
版
》（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

既
存
鉄
骨
造
建
築
物
の
耐
震
改
修
施
工

小
倉
製
鐵
所
が
株
式
会
社
住
友
金
属
小
倉
に
改
称

　

設
計
と
施
工　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
・
鉄
骨
梁
混
合
構
造
の

鋼
構
造
接
合
部
設
計
指
針　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）　

　

・
同
解
説 

第
５
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

掲
載
構
造
物
名

ホ
テ
ル
霧
島
キ
ャ
ッ
ス
ル

　

・
ド
ラ
ゴ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

長
崎
港
上
屋
Ｃ
棟

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　

・
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

熊
本
市
総
合
屋
内
プ
ー
ル

う
ま
か
な
・
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム

尾
鈴
山
蒸
留
所

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

　

・
ゆ
め
ぎ
ん
が

佐
賀
県
立
宇
宙
科
学
館

北
九
州
メ
デ
ィ
ア
ド
ー
ム

小
倉
競
馬
場

具
志
川
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

霧
島
ア
ー
ト
の
森
・
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

・
古
代
植
物
館

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

北
九
州
市
立
大
学
国
際
環
境
工
学
部

長
崎
県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

大
分
銀
行
ド
ー
ム

県 ･ 市
名

鹿
児
島

長
崎

熊
本

熊
本

熊
本
宮
崎
北
九
州

大
分

佐
賀

北
九
州

北
九
州

沖
縄
鹿
児
島

佐
賀

北
九
州

北
九
州

長
崎
大
分

掲載頁 95 58 69 71 70 88 30 78 47 29 31 102 95 48 31 32 59 79



18

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

14 15 16 17 18
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
通
（
沖
縄
）

福
岡
県
西
方
沖
地
震　

Ｍ
７
・
０

北
九
州
空
港
移
転
・
開
港
（
北
九
州
）

　

Ｓ
Ｉ
単
位
版　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

軽
鋼
構
造
設
計
施
工
指
針
・
同
解
説　

　

・
同
解
説　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
管
ト
ラ
ス
構
造
設
計
施
工
指
針

鋼
構
造
設
計
規
準　

第
３
版　
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

・
同
解
説　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
限
界
状
態
設
計
指
針

　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

高
力
ボ
ル
ト
接
合
設
計
施
工
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

・
ナ
ッ
ト
・
座
金
の
セ
ッ
ト
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

建
築
構
造
用
切
削
ね
じ
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

　

ナ
ッ
ト
・
座
金
の
セ
ッ
ト
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

建
築
構
造
用
転
造
ね
じ
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト　
　
　
　
　
　

　

２
０
０
４　

第
１
版
（
日
本
鉄
鋼
連
盟
）

デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
床
構
造
設
計　

施
工
基
準　

　
　
「
Ｅ
‐
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」
竣
工

　

実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設

防
災
科
学
技
術
研
究
所

　

第
４
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
設
計
規
準
許
容
応
力
度
設
計
法

　

・
同
解
説　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
配
筋
指
針

　

設
計
施
工
指
針
・
同
解
説
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

建
築
用
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
筋
か
い

溶
接
開
先
標
準

鋼
構
造
接
合
部
設
計
指
針　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

氷
川
ダ
ム
管
理
所

上
野
原
縄
文
の
森

　

・
が
ま
だ
す
ド
ー
ム　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

福
砂
屋
・
松
が
枝
店

　

・
べ
っ
ぷ
ア
リ
ー
ナ

別
府
市
総
合
体
育
館

浄
土
宗
麟
鳳
山
九
品
寺
本
堂

九
州
国
立
博
物
館

エ
コ
ム
ス
ハ
ウ
ス

美
里
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

有
田
町
庁
舎

　

・
時
間
の
船
（
改
修
）

佐
伯
市
浦
江
海
の
資
料
館

長
崎
県
美
術
館　

大
分
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

九
重
夢
大
吊
橋

熊
本

鹿
児
島

長
崎

長
崎

大
分

長
崎

福
岡

佐
賀

熊
本

佐
賀

大
分

長
崎

大
分
大
分

71 96 59 60 80 60 41 49 72 49 81 61 82 83



19 The guidebook of historical steel structure in Kyushu

年表■ Timeline

年
　
代

西
暦

20
07

20
08

20
09

20
10

和
歴

平成

19 20 21 22

九
州
・
沖
縄
の
歴
史

　

中
核
市
に
移
行
（
福
岡
）

久
留
米
市
特
例
市
か
ら

ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
く
ま
モ
ン
登
場
（
熊
本
）

鋼
構
造
関
連
の
歴
史

　

・
検
査
基
準

ス
テ
ン
レ
ス
建
築
構
造
物
の
施
工
基
準

ス
テ
ン
レ
ス
建
築
構
造
物
工
事
標
準
仕
様
書

　
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

建
築
鉄
骨
梁
端
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検
査
指
針

鋼
材
切
断
面
の
品
質
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

溶
接
接
合
設
計
施
工
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
鋼
管
構
造
設
計
施
工
指
針

鋼
構
造
耐
火
設
計
指
針　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　
（
日
本
鉄
鋼
連
盟
）

新
し
い
建
築
構
造
用
鋼
材　

第
２
版　

鋼
構
造
座
屈
設
計
指
針　

第
３
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

建
築
構
造
用
鋼
材
の
品
質
証
明

　

・
同
解
説　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

建
築
部
材
の
リ
ユ
ー
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

鋼
構
造
塑
性
設
計
指
針　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

第
２
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

各
種
合
成
構
造
設
計
指
針
・
同
解
説

　

第
３
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
限
界
状
態
設
計
指
針
・
同
解
説

　

日
本
鋼
構
造
協
会
と
合
併

旧
ス
テ
ン
レ
ス
構
造
建
築
協
会
は

掲
載
構
造
物
名

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

名
村
造
船
所
・
船
殻
内
業
工
場

牛
根
大
橋

日
向
市
駅

　

・
ス
カ
イ
ク
ラ
ブ

ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー

下
通
ア
ー
ケ
ー
ド

　

・
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

県 ･ 市
名

北
九
州

佐
賀

鹿
児
島

宮
崎

福
岡

熊
本

沖
縄

掲載頁 32 50 96 89 42 72 103



20

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

23 24 25 26 27
九
州
新
幹
線
・
全
線
開
業

　

政
令
指
定
都
市
に
移
行
（
熊
本
）

熊
本
市
中
核
市
か
ら

新
石
垣
空
港
開
港
（
沖
縄
）

那
覇
市
中
核
市
に
移
行
（
沖
縄
）

黎
明
み
な
と
大
橋
開
通
（
鹿
児
島
）

「
九
州
の
鋼
構
造
物　

歴
史
散
歩
」
発
刊

　
　

世
界
遺
産
登
録
勧
告

　

製
鉄
・
鉄
鋼
・
造
船
・
石
炭
産
業

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

　
　
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

　

露
出
柱
脚
設
計
施
工
指
針
・
同
解
説　

改
訂
版

建
築
構
造
用
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
用
い
た

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
竣
工
（
高
さ
６
３
４
ｍ
）

鋼
構
造
接
合
部
設
計
指
針　

第
３
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
鋼
管
構
造
設
計

　

合
併　

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
発
足

新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
と
株
式
会
社
住
友
金
属
が

　

２
０
１
３　

第
１
版
（
Ａ
Ｉ
Ｊ
）

鋼
構
造
物
の
座
屈
に
関
す
る
諸
問
題

　

耐
震
改
修
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

２
０
１
３
年
改
正
版
既
存
鉄
骨
造
建
築
物
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本書に登場する各県のロゴマーク
　本書を作成するにあたり、各県のロゴマークを学生にデザインしてもらいました。こ
こでは、ロゴマークの趣旨を簡単に紹介したいと思います。
　さて、都道府県のシンボルとして、花・木・鳥が制定されていることはご存じの方も
多いのではないでしょうか。そこで本書では、木や鳥は扱いにくい ･･･ と判断しまして、
“ 花 ” と “ 鋼 ” をキーワードに、この 2 つを融合した各県オリジナルのロゴマークを作成
しました。各県の色は、県色および県旗をもとに決めています。
　では、皆さん、各県それぞれ何の花と何の鋼（鋼材や鋼構造に関連）を組み合わせて
デザインされているか分かりますでしょうか。下記に、その対応表を示しますが、頭の
体操がてら考えてみてはいかがでしょう。「このロゴじゃ、想像できない！？」とのご意
見も出てきそうですが、どうかお許しくださいませ。

田中照久（福岡大学）

北九州
（ひまわり）

高炉と開先

福岡
（うめ）

トラスのボー
ルジョイント

佐賀
（くす）

トラス構造

長崎
（つばき）

ボルト

熊本
（りんどう）
山形鋼筋交い

大分
（豊後うめ）

柱脚

宮崎
（はまゆう）

シャルピー
衝撃試験機

鹿児島
（みやまきりしま）

鋼材の応力度
とひずみ度

の関係

沖縄
（でいご）

完全溶込
溶接

県・市
（花）

鋼材や鋼構造

ロゴ
マーク
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 13. 北九州市立大学国際環境工学部  5. 若戸大橋

 7. 飛幡ビル
６. 西日本総合展示場
10.JR 小倉駅

 8. 北九州
　　穴生ドーム

 1. 官営八幡製鐵所
     修繕工場・旧鍛冶工場・旧本事務所・東田第一記念高炉
 12. 北九州市環境ミュージアム
 14. 北九州イノベーションギャラリー

 ９. 北九州メディアドーム
 

 2. 部埼灯台

11. 小倉競馬場
4. 南河内橋

3. 旧住友銀行若松支店

担当者：新日鐵住金 ( 株 ) 八幡製鐵所，姜優子（北九州市立大学），尾宮洋一（鹿島）
　　　　田中照久（福岡大学）
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1
八幡東区大字尾倉

創業時に建設された工場建屋
で、修繕工場は 3 回増築をし
たものの、今もなお、使用さ
れている。建屋内の鉄骨には、
Gutehoffnungshütte 社の刻印が
確認できる。1917 年に増築さ
れた建屋は自社で設計し、自社
の鉄骨を使用している。また、
この建屋は、現存する日本最古
の鉄骨建築物でもある。工場内
の走行クレーンは、約 110 年以
上稼働し続けている。

旧鍛冶工場は当時、修繕工場の
北側に位置していたが、大正時
代に、修繕工場の東側に移設さ
れ、製品試験所として使用され
た。現在は史料室として使用さ
れている。

（写真・資料提供：
　　　新日鐵住金 ( 株 ) 八幡製鐵所）

明治日本の産業革命遺産　九州・山口と関連地域
ユネスコ世界遺産候補施設（非公開施設）

我が国初の銑鋼一貫製鉄所「官営八幡製鐵所」
（現・新日鐵住金 ( 株 ) 八幡製鐵所）の近代化産業遺産

設計・施工：
Gutehoffnungshütte 社

（ドイツ）
竣工年月：1900 年

修繕工場

九州初の近代製鐵所
官営八幡製鐵所・修繕工場・旧鍛冶工場
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無骨な工場群の中でひときわ異彩を放つ
モダンな煉瓦建築。外観を変えずに、また、
室内スペースも大きく損なうことなく一
定の耐震性を確保したいという要望から
外壁には、鉄筋を挿入、内側の煉瓦壁は
鉄鋼板張り、床は鉄骨フレームを使用し、
目に触れない箇所を鋼材により補強して
いる。非公開施設であるが，工場敷地外
から眺望できるスペースが 2015 年 4 月
17 日にオープンした。眺望スペース内で
は、写真・映像の撮影禁止となっている。

（写真・資料提供：新日鐵住金 ( 株 ) 八幡製鐵所）

延床面積：1,023m2

階数：地上 2 階
構造：煉瓦組積造・木床・木屋根組
竣工年月：1899 年

建設中の旧鍛冶工場

旧鍛冶工場

旧鍛冶工場図面

●耐震改修工事
設計・施工： 大林組
鋼材を使用した耐震補強
竣工年月：2014 年 3 月

【1991】北九州市建築文化賞

官営八幡製鐵所・旧本事務所
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八幡東区東田 2-3-12

（写真提供：姜優子）

我が国初の銑鋼一貫製鉄所が誕生した東田地区。ここから日本の近代製鉄の歴史が幕を開
けた。現在そびえる高炉は、1962 年に稼働し、1972 年に休止した第 10 代目の高炉である。
1901 年 2 月 5 日に火入れを行い、以降、10 度にわたる改修を経ながら 1972 年に休止
するまで国内のあらゆる産業に鋼材を送り続けた。1996 年に北九州市の指定史跡に認定、
その後、東田第一高炉史跡広場として整備され、外部・内観ともに見学が可能である。現在、
時を経てこの街のシンボルとして新たな役割を担っている。

設計： Ruhlmann
施工：Gutehoffnungshütte 社（ドイツ）
構造：S
竣工年月：1901 年

【1996】北九州市指定史跡
【1999】北九州市都市景観賞（特別賞）

官営八幡製鐵所・東田第一記念高炉
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3

2

若松区本町 2-13-26

門司区白野江字部埼

ご存じだったろうか。北九州市若松区
の本町商店街に「福岡で現存する最古
の金融建築」がある。本建物は、明治
後期、住友銀行若松支店として建てら
れた鉄骨煉瓦造（登記簿より）であり、
これまでに補修・改築・増築の工事が
行われ、今は貸店舗やワークショップ
として現役で利用されている。建物外
観正面は、残念ながら大きな看板に覆
われているが、隣にある広場からは全
景を眺めることができ、当時のままと
される鋼製窓枠や煉瓦が健在し、歴史ある風格を漂わせている。また、建設当時に設置さ
れたものかどうかは不明であるが、内部の柱には、円形の鋼管が使用されていた。一方、
建設当時の写真は、乗船 若松渡場より歩いて 5 分のところにある「わかちく史料館」に
展示されており、また、一世紀にわたる洞海湾の歴史が資料・写真・模型等で丁寧に紹介
されているので、是非一度足を運んでもらいたい。最後に余談だが、本建物が建設された
翌年、石炭積出港として発展した若松は、“ 北九州初 ” となる一般家庭への電気送電が開
始された。（田中照久）

「灯台の父」と呼ばれるリチャード・
ヘンリー・ブラントンの設計によ
り、スチーブンソン兄弟が地震対
策なども考慮したうえで装置を作
成している。基底部は石造、鉄製
ドームとレンズ部のデザインは竣
工当時のままである。九州では 3
番目に造られた灯台であり、江戸
時代からこの海を見守っている。
灯台に近づくことはできるが、建
物内部には入れない。海上保安庁
のイベントとして一般公開される
ことがある。（姜優子）

設計：住友総本店営繕課
階数：地上 2 階，構造：鉄骨煉瓦造
竣工年月：1897 年

A ランク近代土木遺産
【1985】海上保安庁指定 A ランク保存灯台

【1998】日本の灯台 50 選
【2008】経済産業省・近代化産業遺産

設計：Richard Henry Brunton
構造：石・S
竣工年月：1872 年

福岡で現存する最古の金融建築
旧住友銀行若松支店（現貸店舗）

九州一古い現役灯台
部埼灯台
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4

5

八幡東区大字大蔵

戸畑区川代 1 丁目
～若松区本町 3 丁目

八幡製鐵所に水を供給するために作られ
た河内貯水池。その貯水池に架けられて
いる橋のひとつである。レンズ形に鋼材
を組み合わせたレンティキュラー・トラ
ス（レンズ型トラス橋）で、その形状か
ら通称「魚形橋」または「めがね橋」と
呼ばれている。この形式の橋は 1920 年
代に日本で 3 例建設されたが、その 3 つ
の中で唯一現存する橋である。（姜優子）

若松と戸畑を結ぶ国内初の長大な吊り橋。
建設当時は東洋一であり、その後の国内
で建設された長大吊り橋の手本となった。
当時の技術を集め調査研究をすること２
年、両岸から工事をはじめ中央でつなぐ
という方法で建設された。強度等に関し
ても、実際の橋にトラック３６台を乗せ
て振動実験を行っている。先見の明があっ
たのだろう、交通量が倍増し複線化した
が建設当初の姿のままである。
青空に映える赤い橋は、国内の道路橋の
赤色の基準になっており、北九州のシン
ボルのひとつになっている。（姜優子）

A ランク近代土木遺産
【2000】土木学会選奨土木遺産

【2006】国指定重要文化財

設計：八幡製鐵所
橋長：132.97m，径間：66m，幅員：4.1m
竣工年月：1927 年

【2012】第 6 回北九州市都市景観賞
（市制 50 周年記念特設部門・特別賞）

設計：旧日本道路公団
施工：横河ブリッジ
長さ：627m，最大支間長：367m
全長：2,100m，高さ：84.2m
形式：鋼吊橋，竣工年月：1962 年 9 月

国内最古のレンティキュラー・トラス
南河内橋

国内初の長大吊橋
若戸大橋
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6

7

小倉北区浅野 3-8-1

戸畑区飛幡町 2-2

鉄骨斜張形式の吊り屋根と格子梁を使用
することにより非常に軽快な 42.3m ×
172.8m の無柱の展示空間を生んでいる。
天窓をもつ屋根部分から差し込む光の反
射が、海中から海面を見上げたようで、
群立する斜張ケーブルは帆船のマストを
思わせる。（姜優子）

柱・梁に建築構造用耐火鋼（FR 鋼）を使
用し、柱の一部を外に配置した「外部鉄
骨架構」を採用することで、無耐火被覆
とし、柱・梁の耐火被覆の低減を行って
いる。これより、鉄骨のテクスチャーを
デザインに取り入れることが可能になっ
た。（姜優子）

設計：磯崎新アトリエ
施工：鹿島建設
建築面積：9,850.70m2

延床面積：11,088.93m2

階数：地上 2 階
構造：RC・斜張式鉄骨吊屋根
竣工年月：1977 年 4 月

設計：日本設計
建築面積：2,318m2

延床面積：15,834m2

階数：地上 8 階・地下 1 階
構造：S（FR 鋼）
竣工年月：1990 年 9 月

九州最大級の吊り構造
西日本総合展示場

国内初主要構造部材にFR鋼を採用した建物
飛幡ビル
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8

9

八幡西区鉄竜 1-5-2

小倉北区三萩野 3-1-1

閑静な住宅地に造られた屋内運動施設。
内部空間は森をイメージした鉄と木の構
造用ケーブルによるハイブリッド構造が
特徴。北九州市がパラグライダー発祥の
地であることから、外観はパラグライダー
をイメージしていて、隣接する公園に舞
い降りてきたかのようである。（姜優子）

「解体・組立が可能」をキーワードに経済
性、施工性、資源の再利用などの可能性
を限りなく追求して考案された「軸力ドー
ム」が採用されている。外観は、競輪発
祥の地でもある北九州のシンボルとなる
べく、競輪のもつスピード感と空気の流
れを流体力学的なフォルムで表している。
その外観は、まるで自転車競技用のヘル
メットのようでもある。（姜優子）

設計：東畑建築事務所
施工：大林組・株木建設・大成工業
建築面積：7,360m2

延床面積：8,383m2

階数：地上 2 階・地下 1 階
構造：SRC・サスペンション膜構造
竣工年月：1994 年 6 月

設計：菊竹清訓建築設計事務所
施工：不動建設・前田建設工業 JV
建築面積：35,740.30m2

延床面積：91,686.28m2

階数：地上 8 階・地下１階
構造：S・CFT，[ 屋根 ] 鉄骨軸力ドーム
竣工年月：1999 年 3 月

【1999】グッドデザイン賞

【1998】第 6 回公共建築賞（優秀賞）

北九州初のドーム式グランド
北九州穴生ドーム

競輪発祥の地屋内競輪用のレーストラック
北九州メディアドーム
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10
小倉北区浅野 1-1-1

小倉駅ビルは、駅＝ JR ＋モノレール、商業施設、宿泊施設を一体化した JR 九州初の大規
模複合施設である。線路上空の人工地盤を貫く公共連絡通路が、駅の南北市街地を結び、
JR とモノレールが連結し交通結節機能を大幅に向上した。モノレールが貫通する大空間は
九州の玄関口を象徴するモニュメンタルなゲートを形成している。その大開口の両脇の９
層に渡るホテル部分を支持するフィーレンディールトラスの上下弦に当たる６階と９階の
750 角の柱は、大きな軸力と地震力を支えるため当時開発された超高強度鋼 780N 級を採
用した CFT 柱（Fc36）としている。（尾宮洋一）

【1998】 鉄道建築協会賞（入選）
【1999】 照明学会・照明普及賞（九州支部賞）

【2000】 グッドデザイン賞（アーバンデザイン賞）
【2000】 第 16 回公共の色彩賞

設計：九州旅客鉄道・鹿島・トーニチコンサルタント・JR 九州コンサルタンツ
施工：鹿島建設
延床面積：85,927m2

軒高：55.1m，最高高さ：62.05m
階数：地上 14 階・地下 3 階，構造：SRC・CFT・S
竣工年月：1998 年 4 月

国内初建築で780N鋼を使ったCFT大スパン架構
JR 小倉駅
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11

12

小倉南区北方 4-5-1

八幡東区東田 2-2-6

スタンドを覆う 25m 持ち出された大屋根
とアトリウム・パドックを覆うキール梁
を用いた大屋根が特徴。大屋根により空
間をつなぐことにより街に対して開かれ
た雰囲気を示している。
小倉競馬場でのレースは 2 月頃と 8 月頃
に開催されている。特に夏競馬は、この
開放的な空間を存分に楽しめるのではな
いでしょうか。（姜優子）

「鉄」「コンクリート」「木（建材・壁面・
緑化）」の 3 つのテーマを意識し、角形 2
つ、球体 1 つの 3 形態で構成。可能な限
り天然素材を使用し、球体のドームには
耐候性鋼が用いられている。（姜優子）

【1999】第 1 回北九州市都市景観賞
【2000】優良消防防災システム消防庁長官賞

設計：日本競馬施設・東畑建築事務所
施工：
[ スタンド棟 ] フジタ・間組・淺沼 JV
[ 下見所棟 ] 大成・安藤・錢高 JV
建築面積：24,902.00m2

延床面積：81,143.45m2

階数：地上 7 階・地下 1 階
構造：S
竣工年月：1994 年 6 月

設計：昭和設計
施工：明和工業
建築面積：1,598.9m2

延床面積：2,061.63m2

階数：地上 1 階
構造：RC・S
竣工年月：2001 年 3 月

北九州で屈指の大空間スタンド
小倉競馬場

国内初の耐候性鋼ドーム
北九州市環境ミュージアム
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学術研究都市の中心的な役割を担う大学のひ
とつとしてエネルギー循環をコンセプトに造
られている建物である。校舎の北側にはウッ
ドデッキと膜屋根で構成された 4 層吹き抜け
の空間があり、膜屋根を支える極限までに細
長く設計された柱列と自然の調和が美しく、
フォトジェニックな空間となっている。

（姜優子）

H 形鋼の斜格子を構造体とし、屋根と壁
が連続するように三角形のアルミパネル
の仕上げ。建物をひとつの塊として見せ、
東田第一高炉と対峙した構成となってい
る。（姜優子）

設計：日本設計
施工：竹中・東急・太平 JV
建築面積：12,078.57m2

延床面積：34,963.94m2

階数：地上 4 階，構造：PC・PCa・S
竣工年月：2001 年 3 月

【2007】照明学会・照明普及賞（優秀施設賞）

総合設計監修：studioNODE
設計：佐藤総合計画
施工：間、九鉄 JV
建築面積：2,703.85m2

延床面積：3,196.73m2

階数：地上 2 階，構造：S
竣工年月：2007 年 3 月

【2003】建築設備綜合協会・第 1 回環境・設備デザイン賞（環境デザイン部門入賞）
【2003】建築環境・省エネルギー機構

環境・省エネルギー建築賞
（（財） 建築環境・省エネルギー機構理事長賞）

細長比の限界に
挑戦した長柱

北九州市立大学国際環境工学部

H形鋼の斜め格子で囲まれた
壁と屋根が一体化した構造形式
北九州イノベーションギャラリー
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